
資料５

事業用自動車総合安全プラン２００９

～地域における安全対策会議の開催状況等～



局 会議名称 開催日等 構成メンバー 目標

　　　平成２１年事故状況
　　　　（警察庁統計）
※③は、４月以降受付日より算出、（
）内件数は４月以降発生日より算出

目標達成のための施策計画（平成２１年度実績）

第１回
平成２１年６月２９日（月）

第２回
平成２２年３月９日（火）

①東北運輸局
②東北バス協議会
③東北ハイタク連合会
④東北六県トラック協会連合会
⑤自動車整備東北ブロック連絡協議会
⑥自動車事故対策機構　仙台主管支所
⑦東北地方交通運輸産業労働組合協議会

①死者数：１０年後半減
（平成２０年５０人を２０人に）
→（５年後３５人に）
②人身事故件数：
１０年後半減
（平成２０年２，５５１件
を１，２７５件に）
　→（５年後１，９２０件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）
＜業態別目標＞
１．死者数
           H25   H30
バス   　　0       0
ハイタク   0     　0
トラック　 35   　20

２．人身事故件数
            H25    H30
バス       100   　 65
ハイタク 　570  　380
トラック    900  　830
○２１年のトラックの件数が
大幅に減少したため修正

①死者数：３９人

②人身事故件数：
１，９４７件

③飲酒運転等
・１０８条の３４通知：
　　　　　　６件（６件）
・１０８条の３４通知に
　基づく監査：６件(６件）

１．事故防止関係
（１）事故防止会議３６回（２８回）、事故防止セミナー３６回（８回）
（２）運行管理者講習会８５回（８７回）
（３）整備管理者講習会５２回（５２回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　①事故防止会議１８回（１４回）
　②運輸安全マネジメント説明会・セミナー２０回（３２回）
（２）マネジメント評価実施２４事業者（１１事業者）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員３９名配置（６４名配置）
　②評価員研修２６名参加（３１名参加）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査２０５件
　②呼出監査３７０件
　③呼出指導５００件
（２）重点監査
　①貨物事業者（５両未満）４０件
　②乗合、貸切事業者３５件
　③タクシー事業者３５件
　④①以外の貨物事業者３５件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査１４５回（１１６回）
５．年末年始総点検査察・指導７０回（９６回）

地域における安全対策会議の開催状況等について

北
海
道

北海道地域事業用自動車
安全対策会議

第１回
平成２１年７月２日（木）

第２回
平成２２年３月１８日（木）

①北海道運輸局
②北海道バス協会
③北海道ハイヤー協会
④全国個人タクシー協会北海道支部
⑤北海道トラック協会、北海道適正化事業
実施本部
⑥北海道自動車整備連合会
⑦自動車事故対策機構　札幌主管支所
⑧北海道警察本部
⑨北海道地方交通運輸産業労働組合協議
会

①死者数：１０年後半減
（平成２０年１９人を９人に）
→（５年後１４人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年２，０８１件を１，
０１５件に）
　→（５年後１，５００件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）

＜業態別目標＞
１．死者数
               H25    H30
バス　　　      0       0
ハイタク        2       1
トラック　      12       8

２．人身事故件数
               H25    H30
バス         100    　65
ハイタク     750   　500
トラック      650   　450

①死者数：１８人

②人身事故件数：
１，８５７件

③飲酒運転等
・１０８条３４通知
           ３件（３件）
・１０８条３４に基づく監
査
　　　　　 ３件（３件）

１．事故防止関係
（１）事故防止会議７回　（１０回）、事故防止セミナー1回（１回）
（２）運行管理者講習会６１回　（６０回）
（３）整備管理者講習会５９回　（５９回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　①運輸安全マネジメント説明会・セミナー６回(６回）
（２）マネジメント評価実施４事業者（２事業者）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員３２名配置（３７名）
　②評価員研修１０名参加(１０名）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査２７２件
　②呼出監査６８４件
　③呼出指導４７０件
（２）重点監査
　①貨物事業者（５両未満）５８件
　②①以外の貨物事業者４０件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査
　　９６回（１４３回）
５．年末年始総点検査察・指導
　　７７回（７２回）

東
北

東北地域事業用自動車
安全対策会議
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北
陸
信
越

北陸信越地域事業用自動車
安全対策会議

第１回
平成２１年６月２９日（月）

第２回
平成２２年３月１６日（火）

①北陸信越運輸局
②北陸信越バス協会
③北陸信越地区タクシー協議会
④北陸信越ブロックトラック協会
⑤北陸信越ブロック自動車整備連絡協議
会
⑥自動車事故対策機構　新潟主管支所
⑦北陸地方交通運輸産業労働組合協議会

①死者数：１０年後半減
（平成２０年３１人を１５人に）
→（当面、毎年５％づつ削減
し、５年後２３人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年１，６２９件を８１
５件に）
　→（当面、毎年５％づつ削
減し、５年後１，２２０件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）
※県（運輸支局）単位の事故
削減目標も設定

＜業態別目標＞
１．死者数
                 H25   H30
バス　　　       0      0
ハイタク       　0    　0
トラック　       21  　 14

２．人身事故件数
                  H25    H30
バス            　97     　65
ハイタク      　305 　   205
トラック       　818    　545

①死者数：２６人

②人身事故件数：
１，３６１件

③飲酒運転等
・１０８条の３４通知
　　　　　４件（４件）
・１０８条の３４通知
　に基づく監査
　　　　　４件（４件）

１．事故防止関係
（１）事故防止会議３５回(４８回）
　　　事故防止セミナー８回（１４回）
（２）運行管理者講習会６０回（５８回）
（３）整備管理者講習会７６回（７４回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　①事故防止会議１回（５回）
　②運輸安全マネジメント説明会・セミナー６回（１３回）
（２）マネジメント評価実施　２巡目を計画中（２事業者実施）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員２６名配置（２７名）
　②評価員研修６名参加（７名）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査　   ２４８件
  ②呼出監査　　 ２１８件
  ③呼出指導　　　 ４５件
（２）重点監査 ：貨物事業者（５両未満）８０件
                   貸切事業者５０件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査：　９１回（７２回）
５．年末年始総点検査察：　１７回（１６回）

関
東

関東地域事業用自動車
安全対策会議

第１回
平成２１年６月２９日（月）

第２回（予定）
平成２２年６月２２日（火）

①関東運輸局
②関東地区バス保安対策協議会
③東京乗用旅客自動車協会
④関東地区ハイヤー・タクシー協議会
⑤全国個人タクシー協会関東支部
⑥東京都トラック協会
⑦関東トラック協会
⑧自動車整備振興会関東ブロック連絡協
議会
⑨自動車事故対策機構　東京主管支所
⑩関東地方交通運輸産業労働組合協議会
　（平成２２年度以降参加）

①死者数：１０年後半減
（平成２０年１５３人を７０人
に）
→（５年後１０５人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年２２，１２３件を１
１，７００件に）
　→（５年後１６，９００件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）

＜業態別目標＞
１．死者数
                 H25   H30
バス　　　       0      0
ハイタク        15    10
トラック　       90    60

２．人身事故件数
                  H25    H30
バス            920     640
ハイタク      7970   5470
トラック       8010   5590

①死者数：１５０人

②人身事故件数：
２０，６８７件

③飲酒運転等
・１０８条の３４通知
           １３件（９件）

・１０８条の３４通知に
　基づく監査
　　　　　１１件（７件）

１．事故防止関係
（１）事故防止会議２４回（６２回）
（２）運行管理者講習会３０６回（３１１回）
（３）整備管理者講習会１９２回（２００回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　①整備、運行管理者講習会４９８回（５１１回）
　②運輸安全マネジメント講習会１８回（１７回）
（２）マネジメント評価実施６０事業者（４３事業者）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員６６名配置（６２名配置）
　②評価員研修３８名参加（３０名参加）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査７２９件
　②呼出監査５９６件
　③呼出指導４８０件
（２）重点監査
　①貨物事業者（５両未満）４３６件
　②タクシー事業者５０件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査
　　１３６回（１５１回）
５．年末年始総点検査察
　　２９回（２３回）
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①死者数 ： ５９人

②人身事故件数
         ：　５２４１件

③飲酒運転等
・１０８条の３４通知
　　　　　５件(２件）
・１０８条の３４通知に基
づく監査
　　　　　５件(２件）

　

１．事故防止関係
（１）事故防止会議５回　（１９回）
　　事故防止セミナー１回　（１回）
（２）運行管理者講習会１２０回　(１１５回)
（３）整備管理者講習会７６回　(７５回)
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　①運行・整備管理者講習会１９６回　(１９０回)
　②運輸安全マネジメント説明会・セミナー１４回　(９回）
（２）マネジメント評価実施１６事業者　(８事業者）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員４１名配置　(３９名配置）
　②評価員研修４名参加　（５名参加）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査４２４件
　②呼出監査５４４件
　③呼出指導２６４件
（２）重点監査
　①貨物事業者（５両未満）９６件
　②乗合、貸切事業者４５件
　③タクシー事業者４０件
　④①以外の貨物事業者４０件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査
　　８０回　(７１回)
５．年末年始総点検査察・指導
　　２０回　（３０回）

第１回
平成２１年６月２９日（月）

第２回
平成２１年１２月２２日

(火）

幹事会
平成２２年３月１９日（金）

①近畿運輸局
②近畿バス団体協議会
③近畿ハイヤータクシー協議会
④社団法人全国個人タクシー協会近畿支
部
⑤近畿トラック協会
⑥自動車事故対策機構　大阪主管支所
⑦近畿地区自動車整備連絡協議会
⑧近畿管区警察局広域調整第二課
⑨近畿地方整備局道路部交通対策課
⑩近畿地方交通運輸産業労働組合協議会

①死者数：１０年後半減
（平成２０年６８人を３０人に）
→（５年後に４９人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年１０，７１８件を
５，３００件に）
→（５年後に８，０３９件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）

①死者数：６３人

②人身事故件数
　：９，０５８件

③飲酒運転等
・１０８条の３４通知
　　　　　９件(９件）
・１０８条の３４通知
　に基づく監査
　　　　　６件（６件）

中
部

中部ブロック事業用自動車
安全対策会議

第1回
平成２１年６月２６日（金）

第２回
平成２２年３月３日（水）

①中部運輸局
②管内各運輸支局
③管内各県バス協会
④管内各県タクシー協会
⑤管内各県トラック協会
⑥管内各県自動車整備振興会
⑦自動車事故対策機構　名古屋主管支所
⑧中部地方交通運輸産業労働組合協議会
（第３回より出席要請予定）

①死者数：１０年後半減
（平成２０年７０人を３５人に）
→　（５年後に５１人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年５５６７件を２７８
４件に）
→　（５年後に４１７６件に）

③飲酒運転ゼロ（撲滅）

＜業態別目標＞
１．死者数
                  H25    H30
バス　　　          0       0
ハイタク            0       0
トラック　          50     34

２．人身事故件数
                  H25    H30
バス            201     134
ハイタク      1200   　800
トラック       2775    1850

１．事故防止関係
（１）事故防止会議２３回（２３回）、事故防止セミナー１回（1回）
（２）運行管理者講習会１３６回（１３３回）
（３）整備管理者講習会１３７回(１４１回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　①運輸安全マネジメント説明会・セミナー３回（３回）
（２）マネジメント評価実施９事業者（７事業者）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員３７名配置（４３名配置）
　②評価員研修２２参加（１５名参加）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査：４１６件
　②呼出監査：６２４件
　③呼出指導：１１０件
（２）重点監査
　①貨物事業者（５両未満）１０６件
　②乗合、貸切事業者３５件
　③タクシー事業者４３件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査
　　８１回（８９回）
５．年末年始総点検査察
　　３０回（２６回）

近
畿

近畿地域事業用自動車
安全対策会議
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中
国

中国地域事業用自動車
安全対策会議

第1回
平成２１年６月２９日（月）

第２回
平成２２年３月１７日（水）

①中国運輸局
②中国バス協会
③中国乗用自動車協会
④全国個人タクシー協会中国支部
⑤中国トラック協会
⑥中国自動車整備連絡協議会
⑦自動車事故対策機構広島主管支所
⑧中国地方整備局道路部
⑨広島県警察本部交通部
⑩中国地方交通運輸産業労働組合協議会

①死者数：１０年後半減
（平成２０年３１人を１５人に）
→（５年後２３人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年２，６６２件を１，
４００件に）
　→（５年後２，０００件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）

＜業態別目標＞
１．死者数
                 H25   H30
バス　　　       0      0
ハイタク         2　    1
トラック　       21   14

２．人身事故件数
                  H25    H30
バス            120      90
ハイタク      　700   　490
トラック        1,100   　820

①死者数：３０人

②人身事故件数
：２，５４４件

③飲酒運転等
・１０８条の３４通知
　　　　　　５件(５件）
・１０８条の３４通知に
基づく監査　４件(４件）
　

１．事故防止関係
（１）事故防止会議３０回（３０回）、事故防止セミナー１回（１回）
（２）運行管理者講習会７６回（７６回）
（３）整備管理者講習会８６回（８６回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　運輸安全マネジメント説明会・セミナー１０回(２８回）
（２）マネジメント評価実施３事業者（３事業者実施）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員１４名配置（１８名配置）
　②評価員研修６名参加(５名参加）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査５８０件
　②呼出監査２３０件
　③呼出指導５１０件
（２）重点監査
　貨物事業者（５両未満）１００件
※監査実績については、集計中
４．街頭検査
　　６６回　（１０７回）
５．年末年始総点検査察・指導
　　６４回（１８７回）

四
国

四国地域事業用自動車
安全対策会議

第１回
平成２１年７月１０日（金）

第２回
平成２２年３月１日（月）

①四国運輸局
②四国トラック協会連合会
③四国バス協会
④四国ハイ・タク協議会
⑤四国自動車整備振興会連合会
⑥全国個人タクシー協会四国支部
⑦自動車事故対策機構　高松主管支所
⑧四国地方交通運輸産業労働組合協議会
（第３回会議から参加）

①死者数：１０年後半減
（平成２０年２４人を１０人に）
→（５年後１５人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年１，３５４件を６７
０件に）
　→（５年後１，０００件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）

①死者数：１９人

②人身事故件数
：１,１８８件

※　警察庁統計

③飲酒運転
・１０８条の３４通知
　　　　　　　４件（３件）

・１０８条の３４通知に基
づく監査　４件（４件）

１．事故防止関係
（１）事故防止会議２２回（２４回）
（２）運行管理者講習会４５回（４５回）
（３）整備管理者講習会３２回（３２回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　①事故防止会議１回（１回）
　②運輸安全マネジメント説明会・セミナー８回（１０回）
（２）マネジメント評価実施３事業者（３事業者）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員１８名配置（１８名配置）
　②評価員研修１２名参加（１２名配置）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査３３５件
　②呼出監査２６５件
　③呼出指導２０件
（２）重点監査
　①貨物事業者（５両未満）８０件
　②乗合、貸切事業者２０件
　③タクシー事業者２０件
　④①以外の貨物事業者２０件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査
　　７０回（６２回）
５．年末年始総点検査察・指導
　　６０回（５８回）
６．優良運転者の認定（２９１名認定：バス２０名、トラック１７８名、法人７６名、個人１７名）
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沖
縄

沖縄地域事業用自動車
安全対策会議

第１回
平成２１年７月８日（水）

第２回
平成２２年３月１８日（木）

①沖縄総合事務局運輸部
②沖縄総合事務局陸運事務所
③沖縄県バス協会
④沖縄県ハイヤー・タクシー協会
⑤全国個人タクシー協会沖縄支部
⑥沖縄県トラック協会　地方適正化事業実
施本部
⑦沖縄県自動車整備振興会
⑧自動車事故対策機構　沖縄支所

※沖縄地方交通運輸産業労働組合協議会
へ会議への参加についてアプローチ中、回
答待ち

①死者数：１０年後半減
（平成２０年１人を０人に）
→（５年後０人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年５６３件を２８２件
に）
　→（５年後４２０件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）

＜業態別目標＞
１．死者数
                 H25   H30
バス　　　       0      0
ハイタク         0      0
トラック　        0      0

２．人身事故件数
                H25    H30
バス           19      13
ハイタク     344     231
トラック       57      38

①死者数：２人

②人身事故件数
　　：５１０件

③酒気帯び運転
・１０８条の３４通知
　　　　　２件(２件）
・１０８条の３４通知に基
づく監査
　　　　　２件(２件）

１．事故防止関係
（１）事故防止事業者大会２回（２回）、法令遵守セミナー１回（１回）
（２）運行管理者講習会１０回（１０回）
（３）整備管理者講習会６回（６回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　　 運行管理者講習会１０回（１０回）
（２）マネジメント評価実施２事業者（１事業者）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員５名配置（５名配置）
　②評価員研修３名参加（３名参加）
３．監査
（１）　一般監査
　①臨店監査４１件
　②呼出監査１２件
　③呼出指導６９件
（２）重点監査
　　 貨物事業者（５両未満）１４件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査
　　３０回（４７回）
５．年末年始総点検査察・指導
　　７回（８回）

１．事故防止関係
（１）事故防止会議２１回（２１回）
（２）運行管理者講習会８８回（８８回）
（３）整備管理者講習会５７回（５２回）
２．運輸安全マネジメント関係
（１）制度の周知活動
　①整備・運行管理者講習１４５回（１４０回）
　②運輸安全マネジメント説明会・セミナー１４回（１４回）
（２）マネジメント評価実施１６事業者（８事業者）
（３）マネジメント評価員養成
　①管内評価員２７名配置（３２名配置）
　②評価員研修１０名参加(７名参加）
３．監査
（１）一般監査
　①臨店監査４２０件
　②呼出監査６００件
  ③呼出指導１１８０件
（２）重点監査
　　貨物事業者（５両未満）１６７件
※監査実績については、集計中
４．街頭調査
　　１０６回（１６８回）
５．年末年始総点検査察・指導
　　７回（７回）

九
州

九州地域事業用自動車
安全対策会議

平成２１年６月２９日（月）

第２回目（予定）
平成２２年６月２８日（月）

①九州運輸局
②九州バス協会
③九州乗用自動車協会
④全国個人タクシー協会九州支部
⑤九州トラック協会
⑥自動車整備振興会九州連合会
⑦自動車事故対策機構　福岡主管支所
⑧平成２２年度の会議に図り、九州地方交
通運輸産業労働組合協議会参加予定

①死者数：１０年後半減
（平成２０年６１人を３０人に）
→（5年後に４３人に）
②人身事故件数：１０年後半
減
（平成２０年６，３２５件を３，
２００件に）
→（５年後に４，７４０件に）
③飲酒運転ゼロ（撲滅）

＜業態別目標＞
１．死者数
                 H25   H30
バス　　　       1      0
ハイタク         1　    0
トラック　       41    30

２．人身事故件数
                  H25    H30
バス            350     230
ハイタク      2345    1585
トラック       2045  　1385

①死者数：５２人

②人身事故件数
：６，０２３件

③飲酒運転等
・１０８条の３４通知
　　　　　　９件（８件）
・１０８条の３４通知に基
づく監査　  ９件(８件）
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